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鬼怒川上流ダム群水源地域
ビジョン推進協議会の

川俣ダム部会が開催されました。

令和２年11月30日

1６

水 源 地 域 ビ ジ ョ ン と は水 源 地 域 ビ ジ ョ ン と は

「水源地域ビジョン」は、ダム水源地域の住民、自治体等がダム事業者・管理者と共同で策定主体となり、下流の

住民・自治体や関係行政機関に参加を呼びかけながら策定する水源地域活性化のための行動計画です。

※鬼怒川ダム統合管理事務所ホームページはコチラ。

http : //www.ktr .ml i t .go. jp/k inudamu/

　鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョン推進協議会(以下、推進協議会と呼ぶ)が昨年12月に設立されたことから、

水源地域ビジョンの行動計画を本格的に推進していくことになりました。

そこで、推進協議会の下部組織であるダム部会を下記のように開催しました。

○川俣ダムでは、今までダム空間の利活用　

　を考える組織がなかったことから、川俣

　ダム部会を設立しました。

　あわせて川俣湖の利用推進のために利用

　ルールを設けました。(詳細は裏面を参照)

○川俣周辺のダム空間（ダム湖やダム堤体

　など）の利活用を地域の方々と検討して

　いきます。

令和2年11月30日に川俣ダム部会を開催

　8月から11月に五十里ダムで環境放流見学会が開催されました。参加者の方々に放流の迫力は想像以上だったと

好評だったので、来年も続けていく予定です。11月19日にはインフラツーリズム推進のため、鬼怒川ダム統合管

理事務所が企画協力した環境放流見学と川治ダム資料館、連携施設をめぐる日帰りツアーも同時開催されました。

令和2年8月27日、10月15日、11月19日に環境放流見学会開催

記念品にダム手ぬぐい、ダムカードを配布。
11月19日は、一般公募、日帰りツアー、地元関係者など、
県内外から約90人が参加。

【環境放流見学会】 【日帰りツアー】

連携施設

川治ダム資料館

昼食はダムカレー



花 火花 火
汚水・油汚水・油

遊　泳遊　泳

水位低下に伴い出現する
陸地部での車両走行
水位低下に伴い出現する
陸地部での車両走行

たき火等の
火気使用
たき火等の
火気使用

認めないもの

燃料エンジンを
使用する船舶
燃料エンジンを
使用する船舶

水質に悪影響を
与える行為
水質に悪影響を
与える行為

釣 り釣 り

手漕ぎボート手漕ぎボート

電気船外機付きの船舶電気船外機付きの船舶（10馬力以下）（10馬力以下）

認めるもの

（注）（注）

（注）鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョン推進協議会・川俣ダム
　　　部会に承認を得た場合は利用が認められます
（注）鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョン推進協議会・川俣ダム
　　　部会に承認を得た場合は利用が認められます

【利用について】
●利用可能時間は、日の出から日没まで。

●水面への進入は、二本松広場斜路・二本松広場周辺階段より行う。

●斜路および階段に設置されている立入防止施設により閉鎖されている時は、水面へ進入してはならない。

●湖岸の動植物及び地形の保全のため、斜路・階段以外から水面へ進入してはならない。

●川俣ダム部会が承認した団体・組織以外の、団体・組織が水面利用を行う場合は、川俣ダム管理支所へ河川

　敷地の一時使用届を提出しなければならない。

この水面利用ルールは、令和２年12月1日

から適用されます。

詳しくは鬼怒川ダム統合管理事務所ホーム

ページをご覧ください。

【認めないもの】【認めるもの】

川俣湖の水面利用として「認めるもの」「認めないもの」

川俣湖水面利用ルール適用範囲・区分図

川俣湖（川俣ダム湖）において水面利用ルールが設定されました


